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パブリシンク株式会社 林

行政広報を通し、公共から考共へ



自己紹介

林 博司 パブリシンク株式会社 代表

慶應大学法学部政治学科在籍時、元総務大臣・鳥取県知事である片山善博教授の研究室1期生として地方自治を専攻。

福祉施策・官学連携・議会運営・財政分析・自治体フィールドワーク等を実施。

2010年埼玉県北本市役所入庁

・情報政策担当（2010）

情報系システムリニューアル。

・広報担当時（201１-2015）

広報紙全面リニューアル、AIチャットボット導入（全国初）、オープンデータ自動連携ホームページ更新システム導入（全国初） 。

・財政担当時（2016-2018）

財政状況を分かりやすく市民に伝える取組（全国広報コンクール入選）、市民公開型事務事業評価システム構築。

・シティプロモーション・ふるさと納税担当時（20１９-202１）

17年ぶりの人口社会増となったシティプロモーション「&green、マーケットの学校・&greenmarket」

（シティプロモーションアワード2021金賞、全国広報コンクール2022内閣総理大臣賞受賞）、

2年連続ふるさと納税埼玉県寄付額１位。（2018年１億→2019年２億→2020年６億→2021年９億）

市民提案型ふるさと納税クラウドファンディング、楽器寄附ふるさと納税実施（首都圏初）。

● 「地方公務員が本当にすごい!と思う地方公務員アワード2021」受賞

● 地方自治研究賞2018最優秀賞 ●北本・桶川市職員自主勉強会KOAS主催





人口:約６万５千人 面積：19.82㎢ 緑被率:約５０％

大宮台地の最高点に位置し、災害リスクの少ない緑豊かなベッドタウン

概要

北本市紹介



北本市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンより抜粋

20代～40代前半

転入 転出

70％ 75％

※特に25歳から34歳までの
女性が減少

2014年 日本創生会議で消滅可能性都市の一つに挙げられる

改善必要性の背景



広報担当初期



・行政施策の情報

・社会生活に必要な情報

・災害情報などの生命に関わる情報

・財産に関わる情報など

自治体広報の役割





「きっと、もっと、きたもとが好きになる旬な話題をお届け！」

・正確で迅速な行政情報発信

・まちの今を伝える特集記事

北本市に愛着を。住み続けたいと思ってもらうために。

行政→市民

広報紙、ホームページ、SNSでの
情報発信がすべてか？

広報紙リニューアル



広報紙リニューアル



・広報紙リニューアル

・ホームページリニューアル

・市、議会、市内学校ホームページの統合

・人工知能（AI）を活用したHPナビゲーションシステム構築

・ホームページ連携型オープンデータポータルサイト開設

・クーポン付き観光情報サイト開設

・定住促進サイトの構築

・観光、防災スマホアプリの開発

・YouTubeによる動画配信

・各種ソーシャルメディア開設

（Twitter・Facebook・LINE)

広報担当時取組み例



市の様々な魅力を市民等が取材し、作成した記事を、ブログ、市ホームページ、広報紙

その他の広報媒体に掲載することで、地域の魅力を発信及び共有するとともに、市民

等のまちづくりへの参画の機運を高めることを目的に、北本市市民リポーターを設置

する。

市民リポーターの職務は、市内のイベント、身近なまちの話題、地域活動等を取材し、市

へ記事や写真を提供するものとする。

（北本市市民リポーター設置要綱より）

目的

職務

市民リポーター制度



財政課へ異動

民生費は25年で約3.5倍!!



財政状況を伝える

財政状況を本気で伝えようと思っている
自治体はほとんど無い

・伝えれば伝えるだけ仕事が増える

・自分事にならない

・事業をこっそり行いたい

とにかく課題を先延ばしに



財政状況は厳しさを増す一方。

公共施設の統廃合や事業廃止は行うが理解を得られない。

市民・職員に全く伝わっていない。

特に若い世代に伝え、共に考え・動く状況を作りたい。

目的

特集：財政状況伝えるマン



特集：財政状況伝えるマン



特集：財政状況伝えるマン



特集：財政状況伝えるマン



・予算編成状況 Ｈ27・０件→Ｈ28・20件→Ｈ29・12件

・事務事業評価 Ｈ28・16件→Ｈ29・57件→Ｈ30・48件

178人（庁内職員約250人） 70％以上

平成29年

全国広報コンクール広報紙（市部）部門・広報企画部門入選※埼玉県勢20年ぶり

日経新聞、時事通信（iJUMP）、東京新聞、朝日新聞、JCOM、税務経理、月刊広報等 掲載

市ホームページ閲覧数が約９倍
全ページ117,618 特集抜粋ページ67,314

予算編成状況・事務事業評価への意見数

職員研修参加者数

特集：財政状況伝えるマン



北本市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンより抜粋

20代～40代前半

転入 転出

70％ 75％

※特に25歳から34歳までの
女性が減少

2014年 日本創生会議で消滅可能性都市の一つに挙げられる

シティプロモーション必要性の背景



mGAP(推奨意欲・参加意欲・感謝意欲）

定住・愛着
意欲向上

転出減 転出の７５％を占める２０才から４４
才の転出を減少させることが最も費
用対効果が高い。ターゲット世代とし、
全世代と合わせ社会増減数を把握。

市外住民に関してはターゲットを絞る
必要がある。ターゲット世代で高崎線沿
線に住み、北本の住環境を好む層を把
握し、的確にプロモーションを行う。

シティプロモーションの目的＝まちの活力維持のため、人口減少（主に社会減）を抑制

転出を減少させるために市民の定住・愛着意欲の向上が必要。測定の為にmGAP採用。mGAPの向上は定住だけでなく、まちの活性化につながる。

転入増

社会増

市外住民

市内住民



・地域推奨量（地域内） －３７３

・地域参加量 －４０２

・地域感謝量 +１５７

ｍＧＡＰ（上記3指標合計） －６１８

202１まちづくり市民アンケート（R3.3結果公表）

・地域推奨量（地域内） －456

・地域参加量 －432

・地域感謝量 －131

ｍＧＡＰ（上記3指標合計） －1,019

≪一昨年から＋４０１pt≫
ｍＧＡＰ計算式

各意欲10～8＜○%＞ 5以下＜△%＞

○%－△% = □→□ ✕ 定住人口6.5 （万人）＝Ａ

反響：mGAPの向上



きたもと
暮らし研究会 各課事業マーケットの学校

&green
各種プロジェクト

意欲の高まりを発露させる場や機会を提供。意欲の高まりを生み好循環させる

mGAP(推奨意欲・参加意欲・感謝意欲）

まちづくり市民アンケートで最も数値の低い推奨意欲を最重要意欲とする。



作成：北本市市長公室 2019年以降主な実施全体イメージ

暮らしの編集室
◇中心市街地活性化◇新しい商店街◇小さな繋が
り ◇物件の掘り起こし◇店舗付き住居、仕事と暮
らしの関係◇買い支え、地域との関わり◇中間的
な領域の価値創造◇公共空間利活用 ◇エリアブ
ランディング

・市役所マーケットイベント「みどりといち」
・マーケットの学校、

&greenmarket月いち開催
・暮らし体験ツアー「&green暮らしの
学校」・きたもと未来会議
・物件、移住ツアー・ケルンの運営
・空き家、空き店舗リサーチ

シティプロモーション 環境省 市制50周年

北本市観光協会 ふるさと納税 北本農産物ブランド 北本団地

◇市民の地域推奨・参加・感謝意欲向上◇緑
と余白の活用◇緑と暮らす豊かさの提示◇や
りたいことをやれるまち◇考え続けるまち

・きたもと暮らし研究会
・プロモーション冊子、WEB、動画作成
・&greenファンクラブ
・あなたのやりたいことを応援&greenプロジェクト
・モンベル包括協定
・地域商社・まちづくり会社設立検討
・地場産ECサイト及び域内配送システム
構築

◇脱炭素社会 ◇SDGｓ◇縄文文化の見
直し◇互恵・シェアの概念◇所有・消費の
概念変化

・Eサイクル（太陽光発電モビリティ）
・シェアサイクル
・地域循環共生圏推進会合
・平地林、地域林の価値化
・緑に関する基金創設
・縄文マーケット、シンポジウム
・各事業のカーボン低減試算
・団地物流集荷一元化

◇北本の未来を考える
◇&greenプロモーション

◇過去－現在－未来を繋ぐ

・みどりとまつり
・駅&green
・&greenコラージュ

◇暮らしと場の習慣を観光に
◇雑木林、荒川自然フィールドの活用
◇体験の提供 ◇市民参加
◇地域情報の発掘・可視化

・森めぐり、収穫祭
・かんちゃわナイト
・&greenCAFE運営
・北本トマトカレー
・森林セラピー
・地域資源活用イベント
（古来種野菜をさがすWS等）

◇市財政健全化 ◇市内産品の価値向上
◇市内事業者応援 ◇まちのイメージ向上

・ふるさと納税コンサルティング
・楽器寄附ふるさと納税
・GCF（ふるさと納税型クラウドファン
ディング）
・寄附の使い道検討（&greenに資する
事業）
・特設サイト構築

◇地産地消
◇市内農産物の価値向上
◇販路拡大 ◇イメージ向上
◇商品開発
◇生産者の顔が見えるように

・農産物ブランド認定
（&green food）
・ブランド会議

◇公団地域コミュニティの活性化
◇商店街活性化 ◇福祉機能向上
◇栄小利活用との連携
◇生活モデルの構築

・URと連携で福祉事業
・無印×UR
（商店街住居付き店舗、一般住戸）

・暮らしの編集室拠点施設
・商店街でのマーケット
・団地物流集荷一元化













屋外仮設マーケット（みどりといち、&green market etc）



マーケットイベント『きたもと緑の森めぐり（北本市観光協会主催）』

愛着・親しみ・興味が湧いた→７５％

次回も参加したい→７７％

屋外の仮設マーケットは北本市のシティプロモーションに効果的なのでは･･･？

展開内容の紹介



R2マーケットの学校

実施時期：令和２年９月～令和３年３月

概 要：市民参加型ワークショップ
講義編５回、実習編１回開催
２０代～６０代まで２０名が参加
オンラインで配信も実施

講 義 編：北本でのマーケットのあり方や、
マーケットで何を実現したいか
話し合う、共有する場。
フィールドワークも実施。

実 習 編：北本市役所芝生広場で小さな
マーケットを開催
テーマ『芝生広場で朝ごはん』





R3 &green market

実施時期：令和３年５月～令和４年２月

概 要：北本市役所前芝生広場にて
月1回のマーケット開催
振返りの場として全３回の「マーケットの
学校」も継続実施。

店舗数は10～15店舗程度。
上記期間中の全７回開催。
（8月、9月、2月は緊急事態宣言に伴い中止）





工夫した点・苦労した点

柔軟に対応する（講義内容や会場変更）

フラットな関係性づくり



冊子とステイトメントーみんなが立ち返れる地図を残すー



マーケットの学校

対話
よかったこと・違和感の共有
実現したいことを考える

&green market

実践
チャレンジ
場を共有する
自分事化する

考える⇔実践の繰り返しを大切にする



反響①：出店者・参加者のSNSで情報が拡散



反響②：民間主体でのマーケットが市内に増加



・地域推奨量（地域内） －３７３

・地域参加量 －４０２

・地域感謝量 +１５７

ｍＧＡＰ（上記3指標合計） －６１８

202１まちづくり市民アンケート（R3.3結果公表）

・地域推奨量（地域内） －456

・地域参加量 －432

・地域感謝量 －131

ｍＧＡＰ（上記3指標合計） －1,019

≪一昨年から＋４０１pt≫
ｍＧＡＰ計算式

各意欲10～8＜○%＞ 5以下＜△%＞

○%－△% = □→□ ✕ 定住人口6.5 （万人）＝Ａ

反響③：mGAPの向上



２０～４０代前半の

回復が顕著

１７年ぶりの人口社会増（R1 -136人→R3 280人）

H29 H30 R1 R2 R3

全世代 -242 -102 -136 209 280

20代から

40代前半
-245 -208 -247 0 37
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人口社会増減

反響④：人口社会増



行政として未体験・正解の分からない社会

自治体の役割

行政の行うことは確実・正解ではない

「共に考える場をどのように作るか」へ

挑戦→失敗→考察→挑戦→失敗・・・

行政サービス提供者から



徹底した情報公開

課題共有

個人の意思が介在しないルール作り

法律、条例

情報をハンドリングする能力

フラットな場作りと、その維持

自治体の役割

当資料の内容への疑問点、その他お問い合わせ等

ありましたら、いつでもお気軽にご連絡ください。

メール：hiroshi.hayashi@publithink.jp

素材引用：北本市シティプロモーションサイト「&green」・各
自治体様広報紙（北本市・宮若市・福智町・内子町・西予市）


